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【富岡市】墓石業者が運営するサロン

０２

０１
どんなニーズ

（背景・きっかけ）

墓石業者側が、墓石以外の事業展開を考えている中で、お

客さんとなるシニア層が、お墓の相談だけでなく、今後の

生活や家のことなどについて話す、きっかけづくりの場に

なればと、サロンを立ち上げた。

０３

０4

０5

だれに・どのように
アプローチしたか

どのような資源を
活用したか

生まれた活動

活動の成果と
今後の展望

墓石店のお客さんが興味を持って参加できるようなサロン

を開催。終活を意識する高齢者に向けての講座を行うにあ

たり、体操教室や認知症サポーター養成講座、成年後見制

度の講座を、行政や地域包括支援センターに依頼した。

事業再構築シニアサポート事業を活用し、補助金で

サロン部分のスペースを広げた。

展示場のスペースを活用し、「いきいきサロン」を
運営。

体操教室や生前整理セミナー、認知症サポーター
養成講座等を実施。（飲み物の提供あり）

サロン参加者はお客さんがメインになってはいるが、
月2回の開催で毎回5～10人が固定で参加。

他の地域でも、地元の企業や団体が居場所を立ち上げる
ことで、地域の活性化につながる。
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用語説明

①『サロン』・『いきいきサロン』
地域の高齢者が気軽に集まり、お茶を飲んだり、談笑したり、
体操やレクリエーションを通じて仲間づくりや健康づくり、
生きがいづくりを行う「通いの場」

②『認知症サポーター』
認知症について正しい知識を学び、偏見を持たず、認知症の
人や家族を温かく見守り、自分のできる範囲で応援する
「応援者」

③『地域包括支援センター』
高齢者の健康保持や生活の安定を目的とした、地域における
総合相談窓口
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